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７
月
よ
り
丹
波
山
村
教
育
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
野
崎
で
す
。

　
丹
波
山
村
の
伝
統
あ
る
教
育
行
政

を
担
う
職
責
の
重
さ
に
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
々

努
力
し
職
責
を
全
う
し
て
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
丹
波
山
村
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
子
ど
も
た
ち
が
非
常
に
密
接
し
た

距
離
で
接
し
、
大
き
な
愛
情
の
中
で
育
て
ら
れ
て
い
る
な
と
、
１
か
月

丹
波
山
村
に
い
る
中
で
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
か
け
が
え
の
な
い
丹
波
山
村
の
子
ど
も
た
ち
が
世
界
に
羽
ば

た
き
、
活
躍
で
き
る
よ
う
な
教
育
の
推
進
を
微
力
な
が
ら
学
校
現
場
の

先
生
方
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
行
政
を
通
じ
て
、
丹
波
山
村
に
「
先
見
性
と
勇
気
と
行
動
力
」

を
持
っ
て
、
更
な
る
活
力
を
生
み
出
せ
る
よ
う
尽
力
致
し
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
丹
波
山
村
に
は
、
鮎
釣
り
、
子
ど

も
や
孫
と
の
川
遊
び
な
ど
で
以
前
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
副
村
長
を
拝
命
し
、
勤

務
し
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
こ
の

村
と
の
縁
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
村
に
住
む
皆
様
が

心
豊
か
に
、
安
心
と
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る
村
に
す
る
た
め
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
役
場
の
職
員
が
前
向
き
に
、
明
る
い
希
望
と
意

欲
を
持
っ
て
皆
様
に
サ
ー
ビ
ス
が
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
村
長
、
教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

教
育
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
　
　 

野
崎 

喜
久
美

副
村
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
　
　 

原
島
　
秀
明

　
７
月
１
日
、
原
島
秀
明
さ
ん
が
副
村
長
に
、
野
崎
喜
久
美
さ
ん

が
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
豊
富
な
経
験
を
活
か
し
、
丹
波
山
村

の
活
性
化
の
た
め
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
29
年
5
月
26
日
（
金
）
27
日

（
土
）
の
2
日
間
、
福
島
県
檜
枝
岐

村
に
て
、
第
2
回
小
さ
な
村
ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
藻
谷
浩
介
さ
ん
の
講
演
会
や
参
加

し
た
各
村
に
よ
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
、
昨
年
以
上
の
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
回 

小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

第
２
回 

小
さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

参加７村参加７村

★音威子府村（北海道）

★檜枝岐村（福島）

★丹波山村（山梨）

★北山村（和歌山）

★新庄村（岡山）

★大川村（高知）

★五木村（熊本）

ひ
の
え
ま
た

む
ら

▶ 

今
年
も
力
強
い
共
同
宣
言
と
な
り
ま
し
た
。

▲ 美しい尾瀬を抱える檜枝岐村です。

　
さ
さ
ら
獅
子
舞
獅
子
頭
を

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
修
繕
し
ま
し
た
。

　
獅
子
頭
は
30
年
ほ
ど
前
、
作
成
し
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
劣
化
が
目

立
っ
た
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
申
請
を
昨
年
11
月
に
行
い
、
今
年
3
月

に
丹
波
山
村
文
化
財
保
存
会

に
助
成
決
定
通
知
が
あ
り
ま

し
た
。

　
漆
を
塗
り
替
え
、
布
を
張

り
替
え
る
な
ど
、
非
常
に
美

し
く
目
に
も
鮮
や
か
な
獅
子

頭
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、（
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
活
動
の
一

環
及
び
普
及
を
目
的
と
し
て

地
域
の
各
種
活
動
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

地
域
の
た
め
に
宝
く
じ
収
益

金
を
大
切
に
活
用
し
て
参
り

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ティ

助
成
事
業
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■
一
般
質
問

質
問
内
容

「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
周
辺
の
整
備
状
況
な
ら

び
に
、
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
」

　
質
問
者
　
守
屋
保
志
議
員

■
専
決
処
分
承
認

　
丹
波
山
村
税
条
例
改
正

■
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

　
丹
波
山
村
介
護
保
険
条
例
改
正

■
一
般
会
計
補
正
予
算

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

1
億
7
，
0
4
6
万
0
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
額
は
、
13
億
9
，
5
2
1

万
6
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

▼
主
な
歳
入
の
内
容
は
、

　
国
庫
補
助
金	

1
6
，
3
2
7
万
円

　
県
補
助
金	

2
，
5
0
0
万
円

　
繰
越
金	

7
，
0
1
3
万
3
千
円

　
雑
入	

1
0
0
万
円

　
村
債	

8
，
0
5
0
万
円

　
な
ど
で
す
。

▼
主
な
歳
出
の
内
容
は
、

　�

企
画
費

　（
村
政
要
覧
・
総
合
戦
略
印
刷
な
ど
）

	

7
5
0
万
円
6
千
円

　
地
域
振
興
費

　（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
な
ど
）

	

3
，
5
4
7
万
円
3
千
円

　
林
業
費
（
薪
搬
出
用
重
機
購
入
な
ど
）

	

1
，
8
5
0
万
円

　
住
宅
費
（
定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
）

	

9
，
0
0
0
万
円

　
な
ど
で
す
。

■
平
成
28
年
度
繰
越
計
算
書
報
告

・�

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
開
設
事
業
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
事
業
、
中
山
間

地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
）

・�

温
泉
事
業
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
（
小
さ
な
村
の
観
光
産
業
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
温
泉
施
設
エ
ア
コ
ン
改
修

事
業
）

■
副
村
長
選
任

　
原
島
秀
明
さ
ん
が
、
新
た
に
副
村
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
長
任
命

　
野
崎
喜
久
美
さ
ん
が
、
新
た
に
教
育
長

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　村議会の臨時議会が６月28
日に開会し、同日閉会いたし
ました。
　審議された内容は、教育長
任命の件の議案が提出され、
原案のとおり可決されまし
た。

第2回臨時会

村 議 会

　村議会の６月定例会は、６
月14日に開会し、同日閉会し
ました。
　１議員からの一般質問の
後、審議された内容は、専決
処分承認が１件、副村長選任
の件、農業委員任命の件、条
例改正が３件、補正予算１件、
平成28年度繰越計算書報告２
件、の議案が提出され、すべ
て原案通り可決されました。

6月定例会

嶋﨑　廉
れん

くん（男）

平成29年7月15日 生まれ
（父：竜馬さん　母：志津香さん）

こんにちは
赤ちゃん
おめでとうございます。すこやかに。



	 （5）	 広　報　　た　　ば　　や　　ま	 第 159 号

　
舩
木
昭
和
さ
ん
が
自
衛
官
募
集
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
4
月
1
日
か
ら
2
年

間
で
す
。

　
平
成
29
年
7
月
任
期
の
満
了
に
伴
い
、

農
業
委
員
の
任
命
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

た
に
任
命
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。
任
期
は
、
平
成
29
年
7
月
20
日
か
ら

3
年
間
で
す
。

　
会
　
長
　
岡
部
一
喜
さ
ん

　
副
会
長
　
岡
部
秀
樹
さ
ん

　
委
　
員
　
楳
澤
幸
江
さ
ん

　
委
　
員
　
岡
部
伴
作
さ
ん

　
委
　
員
　
木
下
寿
文
さ
ん

　
委
　
員
　
舩
木
久
夫
さ
ん

　
委
　
員
　
山
田
　
久
さ
ん

　
委
　
員
　
浅
沼
　
亀
さ
ん

　
委
　
員
　
青
栁
雄
大
さ
ん

　
委
　
員
　
岡
部
　
薫
さ
ん
　（
順
不
同
）

自
衛
官
募
集
相
談
員

の
委
嘱
に
つ
い
て

農
業
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

▲ 村長室にて任命式を行いました

北九州地方大雨災害義援金
総額　９１,０１０円

　日本赤十字社山梨県支部へ４８, １４１円、中央
共同募金会へ４２, ８６９円入金いたしました。

　多くの皆様からのあたたかいご支援ありがとう
ございました。お預かりした義援金は、日本赤十
字社、中央共同募金会を通じて被災地の復興に使
われます。ご協力ありがとうございました。

　　　　　　　　　　丹波山村社会福祉協議会
　　　　　　　　　　日本赤十字社丹波山支部

北九州地方大雨災害
義援金の報告とお礼

　沼田千恵子さんが、山梨県食生活

改善推進員会長表彰を授与されまし

た。この会長表彰は、食生活改善推

進員として10年以上活動に携わり、

会の為に献身的に働かれた方に贈ら

れます。沼田さんは、平成22年から

４年間に渡り会長としてご尽力くだ

さいました。

会長表彰
おめでとうございます！

食生活改善
推進員の活動
食生活改善
推進員の活動
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第
30
回

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、
緑
と
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、
緑
と
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

平成29年7月30日㈰

　平
成
29
年
7
月
30
日
（
日
）、
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
「
第
30
回
夏
ま
つ
り
丹
波
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
間
雨
天
が
続
き
安

定
し
な
い
天
候
で
し
た
が
、
大
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
な
く
1
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　今
年
は
、第
30
回
を
記
念
し
、石
原
詢
子
さ
ん
・

大
石
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
や

中
国
雑
技
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
大
道
芸
、
お
笑

い
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
獅
子
舞
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
丸
太
渡
り
、
カ
ヌ
ー
教
室
、
マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
な
ど
丹
波
山
の
自
然
を
満
喫
で
き

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
子
様
を
中
心
に

大
盛
況
で
し
た
。

　平
成
29
年
7
月
30
日
（
日
）、
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
「
第
30
回
夏
ま
つ
り
丹
波
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
間
雨
天
が
続
き
安

定
し
な
い
天
候
で
し
た
が
、
大
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
な
く
1
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　今
年
は
、第
30
回
を
記
念
し
、石
原
詢
子
さ
ん
・

大
石
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
や

中
国
雑
技
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
大
道
芸
、
お
笑

い
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
獅
子
舞
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
丸
太
渡
り
、
カ
ヌ
ー
教
室
、
マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
な
ど
丹
波
山
の
自
然
を
満
喫
で
き

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
子
様
を
中
心
に

大
盛
況
で
し
た
。

▶ 

特
別
共
演

　

 

石
原
詢
子
さ
ん（
左
）
と
大
石
ま
ど
か
さ
ん（
右
）

▲ フードゾーンも大盛り上がり

▲ 多くの皆様にお越しいただきました。

▲ 和やかな公開収録の一コマ

▲ ドキドキの丸太渡り

▲ 白木議長による乾杯のご発声

▲ 今年は2017年雲取山
　 仕様です。

▲ ２年連続司会のぴっかり高木さんと
いしいそうたろうさん

▶ 

驚
き
の
バ
ラ
ン
ス
芸

　ウ
・
チ
ャ
オ
さ
ん

◀ 

子
ど
も
獅
子
舞
の
披
露

▲ 狛江市のキャラクター　えこまさんと２ショット

▲ ちびっこに大人気　ＭＵ－ＲＡさん
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第
30
回

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、
緑
と
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、

水
と
、
緑
と
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

平成29年7月30日㈰

　平
成
29
年
7
月
30
日
（
日
）、
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
「
第
30
回
夏
ま
つ
り
丹
波
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
間
雨
天
が
続
き
安

定
し
な
い
天
候
で
し
た
が
、
大
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
な
く
1
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　今
年
は
、第
30
回
を
記
念
し
、石
原
詢
子
さ
ん
・

大
石
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
や

中
国
雑
技
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
大
道
芸
、
お
笑

い
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
獅
子
舞
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
丸
太
渡
り
、
カ
ヌ
ー
教
室
、
マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
な
ど
丹
波
山
の
自
然
を
満
喫
で
き

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
子
様
を
中
心
に

大
盛
況
で
し
た
。

　平
成
29
年
7
月
30
日
（
日
）、
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
と
し
「
第
30
回
夏
ま
つ
り
丹
波
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
数
日
間
雨
天
が
続
き
安

定
し
な
い
天
候
で
し
た
が
、
大
雨
に
降
ら
れ
る
こ

と
な
く
1
日
が
終
了
し
ま
し
た
。

　今
年
は
、第
30
回
を
記
念
し
、石
原
詢
子
さ
ん
・

大
石
ま
ど
か
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
コ
ン
サ
ー
ト
や

中
国
雑
技
・
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
の
大
道
芸
、
お
笑

い
ラ
イ
ブ
、
子
ど
も
獅
子
舞
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多
く
の
方
々
が
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
丸
太
渡
り
、
カ
ヌ
ー
教
室
、
マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
な
ど
丹
波
山
の
自
然
を
満
喫
で
き

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
子
様
を
中
心
に

大
盛
況
で
し
た
。

▶ 

特
別
共
演

　

 

石
原
詢
子
さ
ん（
左
）
と
大
石
ま
ど
か
さ
ん（
右
）

▲ フードゾーンも大盛り上がり

▲ 多くの皆様にお越しいただきました。

▲ 和やかな公開収録の一コマ

▲ ドキドキの丸太渡り

▲ 白木議長による乾杯のご発声

▲ 今年は2017年雲取山
　 仕様です。

▲ ２年連続司会のぴっかり高木さんと
いしいそうたろうさん

▶ 

驚
き
の
バ
ラ
ン
ス
芸

　ウ
・
チ
ャ
オ
さ
ん

◀ 

子
ど
も
獅
子
舞
の
披
露

▲ 狛江市のキャラクター　えこまさんと２ショット

▲ ちびっこに大人気　ＭＵ－ＲＡさん
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　中組の守屋金吾さんが6月10日に、保之瀬の舩木すみ子さんが6月30日に90歳のお誕生

日を迎えられ、村から記念品等を贈呈しました。

　当日は訪問した村長・老人クラブ会長と昔話や日常生活などに話を弾ませていました。

　これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気で。

老人クラブ・丹波中花植え交流会
　7月5日（水）、丹波中学校において中学生と老人クラブ連合会クラブの皆さんで花植え交流を

行いました。5月11日には種植え作業が行われ、その続編になります。

　中身はと言うと、夏本番の快晴の天気のもと、老若男女問わずお互いに協力し、お互いに思

いやりながら作業は進められました。汗を流した後、少し緊張気味の中学生とどっしり構えた

老人会の皆さんとで、肩肘張らない『語らいの時間』も設けられました。

　今年も大きな実をつけ可憐に咲いた花。中学校のみならず、役場、デイサービスセンターな

ど村内の公共施設等に配布され、丹波山村に鮮やかな彩りを与えてくれています。

▲ 守屋金吾さん（中組） ▲ 舩木すみ子さん（保之瀬）
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本
年
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
に
お
い
て
、

各
種
相
続
手
続
き
に
利
用
で
き
る
「
法
廷

相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
、
相
続
人
か
ら
法
務

局
に
対
し
て
、
法
廷
相
続
情
報
証
明
の
申

し
出
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
登
記

官
の
証
明
文
付
き
の
「
法
廷
相
続
情
報
一

覧
図
の
写
し
」
を
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

こ
の
文
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

動
産
の
相
続
登
記
だ
け
で
な
く
、
保
険
金

請
求
な
ど
の
相
続
手
続
に
お
い
て
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
法
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
公
益
財
団
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

使
用
す
る
メ
ダ
ル
に
つ
い
て
、
使
用
済
携

帯
電
話
等
を
利
用
し
て
メ
ダ
ル
を
作
成
し

ま
す
。

　
役
場
窓
口
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

▼
詳
細
は
、

　
山
梨
県
支
部

　
☎
０
５
５
︲
２
３
５
︲
４
４
２
１

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
平
成
29
年
10
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
致
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
学
生
の
種
類

●
教
養
学
部

科
目
履
修
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生
（
4
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

●
大
学
院

修
士
科
目
生
（
6
ヶ
月
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生
（
1
年
間
在
学
し
、
希
望
す

る
科
目
を
履
修
）

▼
出
願
期
間

　�

平
成
29
年
6
月
15
日
～
8
月
31
日
、
9
月

1
日
～
9
月
20
日

　�（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
）

▼
資
料
請
求
（
無
料
）・
お
問
合
わ
せ
先

　
〒
4
0
0
︲
0
0
1
6

　
甲
府
市
武
田
4
︲
4
︲
37

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
︲
2
5
1
︲
2
2
3
8

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
　

　http://w
w

w.ouj.ac.jp

お
知
ら
せ
　Inform

ation
「
法
廷
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジェ
ク
ト

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集
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※�保健師・ピアサポーター（がんを経験した仲

間）が、がんの悩みや心配ごと等の相談をお

受けします。

　�当日参加も可能ですが事前の予約が確実

です。

　お気軽にお電話下さい。

山梨県がん患者サポートセンター
からのお知らせ

「出張がん相談」

  を実施します。

丹波山村歯っぴい

8020達成者

及び 6024達成者

表彰について

平成29年10月4日（水）

午後1時30分～午後4時

富士吉田市民会館3階　会議室1・2

山梨県富士吉田市緑ヶ丘2-5-23

がん患者・がん患者の家族や関係者

山梨県がん患者サポートセンター

☎055-227-8740（要予約）

日　時

場　所

対　象

問合せ

　平成29年度の「丹波山村歯っぴい8020達成

者及び6024達成者」は、8020達成者が武井

伯父さん、6024達成者が木下利博さん、深澤力

さんです。おめでとうございます。

　健康な歯を保つことは、食事・会話を楽しむ

ことにつながります。1本でも多くご自身の歯を

保つことができるように、歯の健康に心がけま

しょう。

　平均寿命が伸び、健康水準の向上は目覚ましい

ものがあります。が、一方で糖尿病・高血圧・がん

等の生活習慣病が問題になっています。

　運動・食事・禁煙などの生活習慣を改善して健

康を増進し、生活習慣病の発病を予防する「一次

予防」に重点をおき、壮年期死亡の減少や認知症

や寝たきりにならない状態で生活できる期間であ

る「健康寿命」を伸ばすことが大切です。

　生活習慣病は、日常生活のあり方と深く関連し

ているので、運動習慣の定着や食生活の改善が健

康的な生活習慣の確立に重要です。

９月は健康増進普及月間です。

１に運動　　２に食事　　しっかり禁煙　　最後にクスリ　　～健康寿命の延伸～

今より10分多く、毎日からだを動かしてみませんか？　ココカラ＋10分
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平 成 2 9 年 度 　 自 衛 官 募 集 案 内

（注）	 1．※1：平成29年度の募集人員につきましては、決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認ください。
	 2．※2：平成30年3月高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成29年9月16日以降に行います。
	 3．資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を含みます。
	 4．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっていますので、それぞれの募集要項で確認してください。
	 5．その他、詳細については、それぞれの募集要項又は自衛隊地方協力本部で確認してください。
	 6．記載内容については変更される場合があります。

※�細部につきましては、下記連絡先等
までお問い合わせ下さい。

▶お問い合わせ先
　自衛隊山梨地方協力本部
　甲府市丸の内1丁目1番18号
　甲府合同庁舎
　☎055－228－6427

募　集　種　目 募　集　人　員 資　　　格 受付期間
（締切日必着） 試験期日 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

航空学生

参考（28年度）
海　約70名

（うち女子若干名）
空　約70名

（男女の区分なし※2）
                       ※1

海：18歳以上23歳
未 満（ 高 卒（ 見 込
含）又は高専3年次
修了者（見込含））
空：18歳以上21歳
未 満（ 高 卒（ 見 込
含）又は高専3年次
修了者（見込含））

7月1日〜
9月8日

1次：9月18日
2次：10月17〜22日
3次：11月18日〜

12月21日

1次　　 10月10日
2次（海）11月14日
　 （空）11月 6日
最終30年1月22日

30年
3月下旬
〜4月上旬

入 隊 後 約 6 年で3 等
陸・海・空尉

一般曹候補生

参考（28年度）
陸 約2,670名

（うち女子約200名）
海 約1,300名

（うち女子約  40名）
空 約　750名

（男女の区分なし）
                       ※1

18歳以上27歳未満
の者

7月1日〜
9月8日

1次9月16～18日
2次10月5〜11日
※いずれか1日を指定
されます。 ※2

１次   9月29日
最終 11月20日

30年
3月下旬
〜4月上旬

入隊後2年9か月経過
以降選考により
3等陸・海・空曹

自衛官
候補生

男子

参考（28年度）
陸 約6,050名
海 約1,100名
空 約1,450名
                       ※1

18歳以上27歳未満
の者

年間を通じ
て行っており
ます。

受付時にお知らせしま
す。
　　　　　　　※2

合格発表日は試験日
にお知らせします。

採用予定
通 知 書で
お知らせし
ます。

所要の教育を経て、
3か月後に2等陸・海・
空士に任用
陸上（技術系を除く）
は1年9か月、陸上（技
術系）・海上・航空は
2年9か月を1任期とし
て任用（以降2年を1
任期）

女子

参考（28年度）
陸 約 570名
海 約 120名
空 約   80名
                       ※1

18歳以上27歳未満
の者

防衛大学校
学生

推薦

参考（28年度）
人文・社会科学専攻　
約20名（うち女子約5名）
理工学専攻　約80名

（うち女子約10名）
                       ※1

18歳以上21歳未満
の者　高卒者（見込
含）又は高専3年次
修了者（見込含）で
成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な
実績を修め、学校長
が推薦できる者

9月5日～
9月7日

9月23・24日 10月27日

30年
4月上旬

修業年限4年
卒業後約1年で
3等陸・海・空尉

総合
選抜

参考（28年度）
人文・社会科学専攻及び
理工学専攻合わせて
約40名（うち女子約5名）
                       ※1

18歳以上21歳未満
の者　高卒者（見込
含）又は高専3年次
修了者（見込含）

1次：9月23日
2次：10月28・29日

１次：10月13日
最終：11月22日

一般
（前期）

参考（28年度）
人文・社会科学専攻　
約65名（うち女子約15名）
理工学専攻　約235名

（うち女子約20名）
                       ※1

9月5日～
9月29日

1次：11月4・5日
2次：12月5～9日

１次：11月22日
最終：30年1月19日

一般
（後期）

参考（28年度）
人文・社会科学専攻
約10名
理工学専攻　約30名
合計約40名

（うち女子約5名）
                       ※1

30年
1月20日～

1月26日
1次：30年2月17日
2次：30年3月9日

１次：30年3月2日
最終：30年3月16日

防衛医科大学校
医学科学生

参考（28年度）
約85名
                       ※1

18歳以上21歳未満
の者　高卒者（見込
含）又は高専3年次
修了者（見込含）

9月5日～
9月29日

1次：10月28・29日
2次：12月13～15日

１次：11月29日
最終：30年2月14日

30年
4月上旬

修学年限6年
医師免許取得後
2等陸・海・空尉

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）

参考（28年度）
約75名
                       ※1

18歳以上21歳未満
の者　高卒者（見込
含）又は高専3年次
修了者（見込含）

9月5日～
9月29日

1次：10月14日
2次：11月25・26日

１次：11月10日
最終：30年2月2日

30年
4月上旬

修学年限4年
看護師免許取得後、
卒業後約1年で
3等陸・海・空尉

■詳細情報へアクセス !

http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

QRコード

守ろうみんなの国

0120-063792
年中無休　受付時間　12時～20時

http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

〈自衛官募集ホームページ〉
ス
マ
ー
ト
フォ
ン

モ
バ
イ
ル
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▲ 今年はささらを中学生が担当してくれました。

▲ 息がぴったり合っています

　7
月
15
日（
土
）、16
日（
日
）2
日
間
村
内
の
各
神
社
で

さ
さ
ら
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
、山
梨
放
送
に
よ
る
テ
レ
ビ
取
材
や
多
く
の
観

光
客
の
方
々
に
よ
り
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
、新
調
し
た

美
し
い
獅
子
頭
の
披
露
も
行
わ
れ
、例
年
以
上
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　非
常
に
蒸
し
暑
い
気
候
の
中
、文
化
財
保
存
会
、小
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
よ
る
華
麗
な
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　今
後
も
丹
波
山
村
の
伝
統
文
化
の
継
承
と
と
も
に
、

多
く
の
方
々
の
目
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
伝
統
行
事
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　新しいゴミ袋は、袋の色が黄色、
文字は緑色となります。
　在庫がなくなり次第順次切り替わ
りますので、ご利用ください。また、
半透明のゴミ袋も継続して使えま
すのでご利用ください。▲ 旧ゴミ袋も継続して使えます

▶ 

練
習
の
成
果
が
出
た
子
ど
も
獅
子
舞

新ゴミ袋
ゴミ袋が新しくなります。

祇
園
祭
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